
 

映像で見る神戸のまちと建築 
～神戸らしい“場所“を仮想体験しよう～ 

 
この展示をするにあたり、神戸の景観や眺望、さらにその要素を考えると、そこには 

（1）神戸が持つ地形的な高度差からもたらされる景観、           
（2）海岸沿の水平であるが広がりがある景観、 
（3）近代の遺産を中心とした建物・工作物等による景観   
が主な要素でした。 
これらの要素を持つ「場所」を回遊することで、 

「神戸のまち」がさらに魅力的に感じられるものになるでしょう。 

 

    
摩耶山・掬星台 

高低差・視野角が大きく、夜景もす

ばらしい景観 

ポーアイしおさい公園 
視野角は 360度あり、視野角の中の

要素が多い景観。夜景もすばらしい

景観 

旧居留地・神戸市立博物館 
旧居留地の景観形成重要建築物で

あり、国登録文化財 

ハーバーランド・モザイク 
視野角が360度、港のシンボル、ラ

イトアッブ景観も抜群 

    
諏訪山・ヴィーナスブリッジ 
視野角が大きく、 
夜景もすばらしい景観 

北野・風見鶏の館 
景観計画区域の国指定重要文化財。 
神戸を代表する観光スポット 

旧居留地・海岸ビル 
旧居留地の景観形成重要建築物で

あり、国登録文化財 

メリケンパーク 
視野角が 360度、出入りする船によ

り変化する景観 
夜景もすばらしい 

    
アジュール舞子 

視野角はとても大きく、 
視野角の中の要素が多い景観 
 

北野・うろこの家 
景観計画区域の国登録文化財。 
神戸を代表する観光スポット 

南京町 
異国の雰囲気を持つ街並 

相楽園・旧ハッサム住宅 
国指定重要文化財、相楽園も景勝 
旧小寺家厩舎も有 

    
神戸布引ハーブ園 

視野角は狭いが、高低差が大きく 
夜景もすばらしい景観 

旧居留地・十五番館 
旧居留地の国指定重要文化財 

マリンピア神戸 
視野角が広く南欧の雰囲気がある 
明石海峡大橋の眺望景観も抜群 

王子動物園・旧ハンター住宅 
国指定重要文化財、 
王子動物園の桜もみごと 



    
神戸税関 

近代建築の保存例 
中庭は公開 

有馬・湯本坂 
むかしの街並景観 
有馬の観光名所 

平野・神戸市水の科学博物館 
国登録文化財、眺望も視野角が広い 

舞子・明石海峡大橋 
景観の対象としての大橋も、橋から

の景観も素晴らしい 

    
兵庫県公館 

国登録文化財、ライトアップ 
 

須磨海岸 
景勝地須磨海岸の一角 

石峯寺 
神戸市内の少ない三重塔の一つ。 
国指定重要文化財 

ポートアイランド・神戸夙川学院大学 

港の再開発により変わりつつ有る

ポートアイランドの一風景 

    
神戸ルミナリエ 

震災犠牲者の鎮魂の祈り、 
神戸の冬を代表する一風景 

神戸らんぷミュージアム 
旧居留地の中の地味では有るが、価

値ある博物館 

有馬玩具博物館 
有馬にある大人も楽しめるおもち

ゃの博物館 

御崎・ホームズスタジアム神戸 
誰もが一度見てみたい眺めを体験 

 

 

QTVR の解説   
1.QTVR とは Quick Time Virtual Reality(クイックタイムを用いた仮想現実)のことです。この技術は米アップル社が開発した技術で、10

年程前に開発されていましたが、パーソナルコンピューターの性能がまだこれを動かすには貧弱で、日の目を見るのが遅れました。しかし

昨今のパーソナルコンピューターの発達で、5 年程前から何とか市民権を得た状況になりました。 

     

2.制作方法は、デジタルカメラ（できればデジタル一眼レフ）で全方位を撮影し、コンピューターで合成します。その手順は展示してある

コンピューターの「HOW TO」に掲載してあります。 制作過程でこの表の「全展開」の画像が得られます。これをもう一度 QTVR に変換する

ことでも「QTVR」の画像が得られます。  

    

3. 「小惑星」「トンネル」「魚眼」は制作者が勝手に付けている名前で有って、正式名称では有りません。これらは「全展開」の画像を極

座標に変換する事によって得られます。元々3 次元の空間を 2 次元の写真にする事は無理であって、擬似的に変換したのが、「全展開」

「小惑星」「トンネル」「魚眼」なのです。「アングル」は QTVR をディスプレイに映した時の或る一角度（アングル）の画像を切り取ったもので

す。 

     

4.写真やパネルとして展示してあるものは、これらの画像の元画を印画紙に焼き付けたもので、「全展開」の元画は 9,000×4,500pixel

程度有りますので、ポスター大に拡大しても十分鑑賞に堪えます。「摩耶山・掬星台」は 44,325×7,100pixe 有り、375cm×60cm にプリント

する事も可能です。 

     

5.この表は神戸の眺望景観 50 選や景観形成重要建築物等と作者が見ていただきたいものを掲示していますが、パソコンには約 200

カ所、約 1,000 枚（場面が正しいかな）を公開して有りますから、時間の許す限り、鑑賞してください。もし鑑賞しきれない時は、皆様のご自

宅のパソコンのインターネットで       「http://yamamichi.no-ip.com/」にアクセスしてください。   

--------制作者 山道正男------- 

 


